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構
成
吟
　
『
文
雅
の
大
帝
　
…
　
大
正
天
皇
』

　
　
　
書
道
・
華
道
・
煎
茶
道
に
合
わ
せ
ナ
レ
ー

シ
ョ

ン
・
和
歌
朗
詠
。

◎
は
じ
め
に

一
、

翠
川
会
枚
方
西
支
部
練
成
会
（

こ
ず
え
・
交
野
・
星
田
支
部
協
賛
）

　
　
平
成
2
2
年
　
島
原
湖
皚
先
生
に
ご
講
演
を
依
頼
。

講
演
タ
イ
ト
ル
よ
り
錬
成
会
の
基
本
テ
ー

マ
に
。
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構
成
吟
一
覧
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平
成
二
二
年
～

令
和
元
年

構
成
内
容
・
構
成
Ｈ
（

分
）

二
、
『

楽
し
さ
探
し
！
』

企
画
の
ひ
と
つ
と
し
て
「

構
成
吟
」

が
ス
タ
ー

ト
。

開
催
年
月

平
成
２
４
年
９
月

平
成
２
５
年
９
月

三
、

左
記
構
成
吟
の
中
か
ら
『

文
雅
の
大
帝
…

大
正
天
皇
』

を
発
表
テ
ー

マ
と
致
し
ま
し
た
。

平
成
２
２
年
８
月

平
成
２
３
年
１
１
月

⑮
構
成
吟
『

漱
石
と
子
規
　
…

　
青
春
と
友
情
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⑭
構
成
吟
『

私
た
ち
が
愛
し
た
中
国
詩
を
詠
う
』

⑦
構
成
吟
『

中
国
の
く
ら
し
と
酒
の
風
景
』

　
　
　
大
正
天
皇
の
生
涯
と
御
製
漢
詩
を
詠
う
！

平
成
２
９
年
９
月

平
成
２
８
年
９
月

平
成
２
７
年
９
月

平
成
２
６
年
９
月

⑫
俳
句
”
言
の
葉
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の
風
景
　
俳
句
朗
詠
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
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構
成
和
歌
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小
倉
百
人
一
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…

定
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が
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し
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連
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⑨
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新
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詩
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詩
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ー

マ
『

漢
詩
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詠
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し
！
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始
ま
り
。

1

①
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構
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吟
詠
『

四
季
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想
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＆
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成
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炎
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史
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頼
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詩
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山
陽
の
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う

④
構
成
和
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柿
本
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麻
呂
　
大
和
の
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に
、
、
』

⑤
書
道
・
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煎
茶
道
吟
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万
葉
歌
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』

⑥
リ
レ
ー

構
成
吟
『

月
と
酒
を
愛
し
た
詩
人
…

李
白
の
生
涯
』

詩
游
ク
ラ
ブ
　
第
４
７
回

構
成
吟
タ
イ
ト
ル

『
漢
詩
と
吟
詠
の
楽
し
さ
探
し
！
』
　
構
成
吟
を
楽
し
む

　
　
　
故
郷
、

堺
市
に
残
さ
れ
た
歌
碑
を
め
ぐ
り
ま
す
。
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吟
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代
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文
雅
の
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帝
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正
天
皇
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歴
代
天
皇
の
中
、

第
１
位
。

　
　
※
後
光
明
天
皇
＝

９
８
首
　
嵯
峨
天
皇
＝

９
７
首

　
　
　
白
楽
天
の
生
涯
の
名
詩
を
詠
う

令
和
元
年
９
月

令
和
２
年

　
　
錬
成
会
中
止

 
構
成
吟
二
『

玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
』

悲
恋
物
語
を
詠
う
。
「

長
恨
歌
」

等
漢
詩
９

・
漢
詩
作
詩
：
　
１
８
歳
か
ら
３
９
歳
迄
に
１
３
６
７
首
　
年
間
平
均
＝

六
二
首
　
一
週
間
＝

一
首
以
上

◎
大
正
天
皇
（

明
宮
嘉
仁
：
は
る
の
み
や
　
よ
し
ひ
と
）

⑱
構
成
吟
『

杜
甫
　
一
生
愁
う
』

・
在
位
期
間
：
　
明
治
４
５
年
７
月
３
０
日
～

大
正
１
５
年
１
２
月
２
５
日

　
過
目
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※
詔
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（
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ょ

う
ち
ょ
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＝

天
子
の
命
令
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れ
た
。

　
但
し
、

様
々
な
憶
測
が
有
り
真
実
は
不
明
。
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成
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も
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』
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万
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の
こ
こ
ろ
『
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と
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来
り
て
鼻は

な

を
撲う

つ

雨  
 
 
 
 
 
 
 
 
　
・

余
村
落
午
風
微

　
　
議
会
開
会
式
に
て
詔
勅
を
詠
ま
れ
る
。

　
そ
の
後
、

勅
書
を
丸
め
て
遠
メ
ガ
ネ
に
し
、

議
員
席
を
見
渡

　
　
「

村
落
」
「

午
風
微
な
り
」

に
野
趣
あ
り
。

　
「

野
薔
薇
」

と
茶
を
焙
る
香
り
な
ど
斬
新
。

⑲
枚
方
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支
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『

飲
詩
八
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歌
』
…
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語
風
ナ
レ
ー

シ
ョ

ン

・
三
島
中
洲
と
の
出
会
い

　
　
三
島
中
洲
…

東
宮
侍
講
と
し
て
明
治
２
９
年
３
月
着
任
。大

正
天
皇
御
製 　

　
明
治
２
９
年
　
１
８
歳

　
目め

黒く
ろ

村む
ら

を
過す

ぐ

　
　
天
の
配
剤
は
妙
趣
を
感
ぜ
し
め
る
。
」
　
（

石
川
忠
久
著
　
『

漢
詩
人
　
大
正
天
皇
』

よ
り
）

　
　
明
治
２
９
年
５
月
１
８
日
午
後
、

荏
原
郡
目
黒
村
付
近
を
ご
遊
行
、

西
郷
従
道
（

つ
ぐ
み
ち
）

侯
爵
の
別
邸

　
に
て
休
息
。

皇
太
子
が
こ
こ
で
詠
ま
れ
た
漢
詩
が
「

目
黒
村
を
過
ぐ
」

　
「

三
島
中
洲
の
登
場
（

東
宮
侍
講
）

は
川
田
の
死
去
に
因
る
と
い
う
偶
然
の
も
た
ら
す
所
で
あ
っ

た
が
、

実
に

上
平
声
五
微
韻

大
審
院
判
事
。

漢
学
塾
二
松
学
舎
を
創
設
。

東
京
帝
国
大
学
教
授
。

東
宮
侍
講
を
勤
め
る
。

山
田
方
谷
等
に
学
び
後
、

昌
平
黌
に
入
る
。

佐
藤
一
斎
、

安
積
艮
斉
に
師
事
。

明
治
新
政
府
に
て

三
島
中
洲
　
名
は
毅
（

き
）

　
文
政
十
三
年
～

大
正
八
年
 
岡
山
の
人

・
遠
眼
鏡
事
件

　
特
に
後
半
二
句
に
詩
人
の
セ
ン
ス
が
閃
（

ひ
ら
め
）

く
。

　
ま
さ
に
”
詩
人
”
天
皇
の
誕
生
。

茶ち
ゃ

を
焙い

る
の
気き

は
雑ま

じ

わ
る
　
野の

薔
薇

ば
ら

に

新
緑
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二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
芳
香
来
撲
鼻
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・

茶
気
雑
野
薔
薇

　
ま
さ
に
「

君
臣
偶
合
」

の
妙
で
あ
る
。

　
三
島
中
洲
の
”
力
”
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

も
と
よ
り
、

皇
太
子
に
そ
の
資
質
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。

　
の
具
と
し
て
い
る
。
「

詩
は
特
に
構
え
て
作
る
も
の
で
は
な
い
」

な
ど
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
　
三
島
の
開
け
広
げ
で
、

お
お
ら
か
な
性
格
が
作
用
。

ま
た
、

三
島
は
漢
詩
を
完
全
に
日
常
の
感
慨
表
白



≪参考≫　歴史的事件・社会の動向

明治１２年８月31日　東京青山御所で誕生。　明宮嘉仁（はるのみや　よしひと）親王。　母典侍・柳原愛子（なるこ）　皇室の慣例にて中山忠能へ里子に。

明治１８年6歳　 ３月　青山御所に戻る。　生母を知らず育つ。　弟君逝去、ただ一人の男宮となる。

明治２０年8歳　 皇后一条美子（はるこ）の養子となる。　9月　学習院入学。　健康優れず留年。

明治２２年1１歳　立太子の礼　皇太子となる。　学習院での学習進まず。 　明治２６年　日清戦争

明治２７年15歳　学習院中退。　数人の侍講より個人教授。　川田甕江（おうこう）より漢文を習い、漢詩を趣味とする。

明治２９年18歳　川田甕江死去。　３月　三島中洲　侍講に着任　漢詩指導を受ける。貴族院　皇族議員 ※「目黒村を過ぐ」作詩

明治３０年19歳 ※「池亭にて蓮花を観る」作詩

明治３２年２１歳　沼津御用邸から軍艦「浅間」にて神戸へ。　艦上にて　※「遠州洋上の作」作詩※「三島の駅」　「千代の松原を過る」作詩

　三島中洲とともに「布引の滝」に出かける。※「布引きの滝を観る」作詩

明治３３年2２歳　５月１０日　※１　九条節子（さだこ　１５歳）と結婚。　　「病弱の皇太子に早めの結婚を、、」　（『明治天皇紀』に記載有り。）

　翌５月１１日　伊藤博文揮毫　「遠州洋上の作」を『中央新聞』に発表。

側室を置かず一夫一妻を貫き、子煩悩で家庭的、男子４名授かる。　「側室廃止」を事実上進める。

※１　九条節子（さだこ　１５歳）

　従一位大勲位公爵　九条道孝の四女。　母、側室九条幾子。　明治１７年６月２５日誕生。 御七夜（７日目）の後、大河原金蔵宅にて

妻貞をお乳人として４年余りにわたり養育さる。　学齢期を迎え明治２２年　九条家に戻り高等師範学校女子部付属幼稚園に入園。

明治２４年春　明治天皇皇女の遊び相手の１人として選ばれる。　（皇太子妃候補選定の場：１０名が参殿）

九条の黒姫と呼ばれ、おてんばで元気な節子姫であった。

　　　１０月　北九州から巡啓開始。　以後沖縄を除く地方各地を訪問。

明治３４年2３歳　長男（後の昭和天皇）誕生。 ※「皇后の宮　台臨し男を生むを賀するに謝し奉ずる」作詩

明治３５年2４歳　次男（後の秩父宮）誕生。 ※「青森聯隊の惨事を聞く」作詩 明治３５年１月　八甲田山行軍遭難事件

　明治３７年　日露戦争

明治３８年2７歳　三男（後の高松宮）誕生。 　　　明治３８年　日露戦争終結

明治４０年29歳　大韓帝国訪問　史上初の外国訪問。　朝鮮皇帝と皇太子に会う。　朝鮮語を学び始める。

　　　山陰地方巡啓 ※「吾が妃　松露を南邸に採り之を晩餐に供す　因って此の作有り」作詩

明治４２年３１歳　岐阜・北陸へ巡啓 ※「三月二十日　大崩に遊び雨に遇いて帰る」作詩　明治４２年　伊藤博文暗殺

明治４４年33歳　北海道など地方各地を訪問。 ※「新冠の牧場」作詩
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　　◎　大正天皇の生涯　・　作詩（今資料掲載漢詩のみ）年表



明治４５年/34歳　7月30日　明治天皇崩御　「大正」と改元　天皇即位

大正元年 　　　９月１３日　明治天皇大葬の礼。 大正元年　乃木希典陸軍大将殉死

大正２年 ※「乃木希典の花を惜しむ詞を読みて感有り」作詩※貞明皇后　「乃木希典の花を惜しむ詞を読みて感有り」作詩

大正２年　宝塚唄歌隊（宝塚劇場）誕生

大正３年 36歳　学習院の卒業式に親臨 ※「西瓜」　「慰問袋」　「秋夜　書を読む」作詩 大正３年　第１次世界大戦勃発

大正３年　東京駅開業　「カチューシャの唄」流行

大正４年 37歳　京都御所にて大正天皇即位の礼 四男（後の三笠宮）誕生。 ※「身延山の図」作詩

◎三島中洲　東宮侍講から宮中顧問官となり引退。

大正6年 39歳　漢詩作り途絶える。

大正７年 ４０歳　病状悪化　公務に差しさわり。食事取れず、勅語を読むこと出来ず等、病状悪化。大正７年　原敬　政党内閣を組織　　第１次世界大戦終結

大正７年　松下幸之助　二股ソケット売り出す   大正７～９年　スペイン風邪

大正８年 ◎三島中洲　５月１２日逝去（８８歳） 大正8年　カルピス販売

大正９年 42歳　天皇の病状公表。　幼年期からの脳膜炎。　緊張時は安静を失う。身体の傾斜、身心の平衡無理などを。

　　　内閣から摂政を提案。　病状を公開し関係者・国民の心の準備を待つ。 大正９年　明治神宮造営工事が施工

大正９年日本初のメーデ

大正１０年43歳　さらなる病状悪化（※２　脳膜炎様病症）。　回復は無理を公表。 大正１０年　原敬暗殺事件

　　　１１月２５日　皇太子裕仁親王（昭和天皇）摂政に就任。　同時に「天皇陛下御容體書」公表。

※２　脳膜炎様病症＝慢性鉛中毒症

　当時の禁裏院中の女子は鉛・水銀を原料とした白粉を用いる。　白粉から母親の体内に入った鉛毒・水銀毒により発症。

当時、皇子女の３歳未満の死因は、３１件中１２件が脳膜炎であった。

大正12年　関東大震災　「船頭小唄」流行　丸の内ビルヂング完成

大正１３年 皇太子裕仁親王（昭和天皇）ご成婚 大正1３年　甲子園球場完成　メートル法実施

大正1４年　日本初ラジオ放送開始

　大正１５年/47歳　12月25日　葉山御用邸にて崩御。　「大正天皇」追号。　

昭和元年 在位期間：　明治４５年７月３０日～大正１５年１２月２５日

昭和２年 　　　２月７日　新宿御苑にて大葬、翌日多摩陵に埋葬される。

※　昭和２６年５月１７日　貞明皇太后　大宮御所にて崩御。　６６歳　　多摩東陵に埋葬される。
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阿
騎
の
野
で
夜
を
過
ご
す
旅
人
は
、

心
静
か
に
寝
入
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ

う
か
。

　
　
池ち

亭て
い

に
て
蓮
花

れ
ん
か

を
観み

る

5

　
明
治
二
九
年
三
月
か
ら
、

侍
講
・
三
島
中
洲
に
漢
詩
の
手
ほ
ど
き
を
お
受
け
に
な
ら
れ
た
皇
太
子
。

　
※
周
敦
頤
（

し
ゅ

う
　
と
ん
い
）

一
〇
一
七
～

一
〇
七
三
年

　
北
栄
の
学
者
、

思
想
家
。

濂
渓
先
生
と
称
さ
れ
る
。

　
※
周
敦
頤
の
『

愛
蓮
の
説
』

と
は
。

　
趣
深
い
作
品
の
ひ
と
つ
。

　
清
ら
か
な
池
畔
の
水
面
に
揺
ら
ぐ
蓮
の
花
。

清
々
し
い
香
り
の
な
か
で
の
ん
び
り
と

欄
干
に
倚
り
か
か
り
「

蓮
は
花
の
君
子
た
る
者
な
り
」

と
名
文
『

愛
蓮
の
説
』

を
口
ず
さ
み
ま
す
。

若
き
皇
太
子
、

優
雅
な
ひ
と
と
き
で
す
。

池
亭
観
蓮
花

池ち

亭て
い

に
て
蓮
花

れ
ん
か

を
観み

る

大
正
天
皇
御
製

明
治
三
十
年
　
十
九
歳

下
平
声
七
陽
韻

＊
二
、

古
駅
の
春

Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж

…
　
序
　
…

二
月
、

梅
花
で
お
お
わ
れ
た
三
島
を
風
情
豊
か
に
描
き
、

白
眉
の
作
と
評
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
※
濂
渓
周
子
‥

周
敦
頤
の
こ
と

※
旧
詞
章
：
昔
の
詩
歌
文
章

与
　
謂
へ
ら
く
、

菊
は
花
の
隠
逸
な
る
者
な
り
、

牡
丹
は
花
の
富
貴
な
る
者
な
り
。

蓮
は
花
の
君
子

茅
亭
瀟
洒
碧
池
傍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

水み
ず

を
出い

で
て
　
蓮
花

れ
ん
か

　
自
在

じ
ざ
い

に
香か

お

る

濂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

渓
周
子
旧
詞
章

倚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檻
風
前
閒
誦
詠

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

水
蓮
花
自
在
香

濂れ
ん

渓け
い

周し
ゅ
う

子し

　
旧き

ゅ
う

詞し

章し
ょ
う

茅ぼ
う

亭て
い

　
瀟
洒

し
ょ
う
し
ゃ

た
り
　
碧へ

き

池ち

の
傍か

た
わ
ら

 
構
成
吟

『
文
雅
の
大
帝
　

…
　

大
正
天
皇

』

　
　
　
　
※
瀟
洒
‥

さ
っ

ぱ
り
と
し
て

清
ら
か
な
さ
ま

檻か
ん

に
倚よ

っ
て
風
前

ふ
う
ぜ
ん

　
閒か

ん

に
誦し

ょ
う

詠え
い

す

※
誦
詠
‥

詩
歌
等
を
口
ず
さ
む
こ
と

明
治
天
皇
の
第
三
皇
子
、

後
の
大
正
天
皇
で
す
。

歴
代
天
皇
の
中
、

秀
逸
で
圧
倒
的
な
製
作
数
は
偉
業
で
あ
り
「

文
人
天
皇
」

と
云
え
ま
す
。

Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж

　
東
海
道
　
三
島
の
宿
。

　
都
会
の
騒
が
し
さ
を
離
れ
、

ひ
な
び
た
春
景
色
を
詠
い
ま
す
。

　
近
代
日
本
へ
と
突
き
進
む
明
治
十
二
年
　
夏
。

十
八
歳
か
ら
三
九
歳
迄
の
二
二
年
間
に
詠
ま
れ
た
漢
詩
は
実
に
一
三
六
七
首
。

皇
室
内
で
侍
講
か
ら
国
学
中
心
の
教
育
を
受
け
、

十
五
歳
頃
か
ら
漢
詩
に
興
味
を
持
た
れ
た
と
云
い
ま
す
。

し
か
し
、

幼
少
の
頃
か
ら
の
病
弱
な
体
質
の
た
め
、

学
習
院
で
の
教
育
も
十
分
に
受
け
る
こ
と
出
来
ず
退
学
。

の
ち
、

青
山
御
所
に
お
戻
り
に
な
り
、

明
治
二
二
年
　
十
一
才
で
皇
太
子
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

誕
生
ま
も
な
く
皇
室
の
慣
例
に
よ
り
里
子
に
出
さ
れ
、

生
母
柳
原
愛
子
（

な
る
こ
）

を
知
ら
さ
れ
ず
育
ち
ま
す
。

青
山
御
所
で
誕
生
さ
れ
た
明
宮
嘉
仁
（

は
る
の
み
や
　
よ
し
ひ
と
）

親
王
。

＊
一
、

愛
蓮
の
説

こ
の
頃
か
ら
既
に
斬
新
な
着
眼
点
と
気
品
の
良
さ
が
た
だ
よ
い
ま
す
。

　
皇
太
子
時
代
に
全
国
を
巡
啓
さ
れ
、

折
々
に
詠
ま
れ
た
漢
詩
に
は
、

日
本
の
風
景
と
若
き
皇
太
子
の
姿
が

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、

人
間
味
と
風
雅
溢
れ
る
漢
詩
の
数
々
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「

水
陸
草
木
の
花
　
愛
す
可
き
者
甚
だ
蕃
し
。

晋
の
陶
淵
明
は
独
り
菊
を
愛
せ
り
。
（

中
略
）

周
敦
頤
が
自
身
の
理
想
を
語
っ

た
随
筆
。

示
唆
に
富
み
深
い
意
味
を
も
ち
、

牡
丹
と
菊
、

蓮
の
三
種
の

た
る
者
な
り
と
。
（

後
略
）
」

そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
特
徴
を
人
の
生
き
方
に
見
立
て
る
。

植
物
を
取
り
上
げ
自
論
を
展
開
。

唐
代
に
脚
光
を
浴
び
る
。

http://www12.plala.or.jp/rekisi/taisyoutennou.html
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＊
四
、

布
引
の
滝

※
艨
艟
：
軍
艦

　
極
目
何
辺
是
米
州

　
慨
然
忽
発
遠
征
志

　
月
白
東
洋
万
里
秋

※
五
大
洲
：
世
界
　
ア
ジ
ア
洲
　
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
洲

ア
メ
リ
カ
洲
　
ア
フ
リ
カ
洲
　
オ
セ
ア
ニ
ア
洲

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

駕
艨
艟
過
遠
州

満
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

明
月
思
悠
悠

夜よ
る

　
艨も

う

艟ど
う

に
駕が

し
て
　
遠
州

え
ん
し
ゅ
う

を
過す

ぐ

明
治
六
年

夜よ
る

登の
ぼ

る
　
百
尺

ひ
ゃ
く
し
ゃ
く　

海か
い

湾わ
ん

の
楼ろ

う

　
夜
登
百
尺
海
湾
楼

極き
ょ
く目も
く

　
何い

ず

れ
の
辺へ

ん

か
是こ

れ

れ
米
州

べ
い
し
ゅ
う

慨
然

が
い
ぜ
ん

　
忽た

ち
まち

発は
っ

す
　
遠
征

え
ん
せ
い

の
志こ

こ
ろ
ざ
し

明
治
三
二
年
　
二
十
歳※

古
駅
　
三
島
宿
（

静
岡
県
）

天て
ん

晴は

れ
て
風か

ぜ

暖あ
た
た

か
に
し
て
　
埃あ

い

塵じ
ん

絶た

ゆ

来ら
い

遊ゆ
う

　
偏ひ

と
え

に
覚お

ぼ

ゆ
　
衣い

巾き
ん

の
爽さ

わ

や
か
な
る
を

　
果
て
し
な
く
広
が
る
夜
の
海
。

軍
艦
「

浅
間
」

に
て
、

沼
津
御
用
邸
か
ら
舞
子
の
浜
に
あ
る
有
栖
川
宮
別
邸
に
向
わ
れ
ま
す
。

気
宇
壮
大
な
作
と
嘆
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
天
皇
名
作
の
ひ
と
つ
。

二
月

に
が
つ

　
梅
花

ば
い
か

　
古こ

駅え
き

の
春は

る

＊
三
、

世
界
を
翔
け
る

　
三
島
駅

　
三
島

み
し
ま

の
駅え

き

そ
の
夜
、

遠
州
灘
を
航
海
さ
れ
た
と
き
の
、

青
年
嘉
仁
（

よ
し
ひ
と
）

皇
太
子
の
素
直
な
思
い
で
す
。

上
平
声
十
一
真
韻

遥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

見
煙
霞
山
色
新

遥は
る

か
に
見み

る
煙
霞

え
ん
か

　
山さ

ん

色し
ょ
く

の
新あ

ら

た
な
る
を

※
衣
巾
‥

衣
服
と
帽
子

老
臣

ろ
う
し
ん

　
柿か

き

を
喰く

ろ
う
て
　
纔わ

づ

か
に
渇か

わ

き
を
医い

や

し

明
治
三
二
年
十
一
月
　
二
一
歳

大
正
天
皇
御
製

七
言
古
詩

　
神
戸
の
布
引
の
滝
を
侍
講
・
三
島
と
と
も
に
山
登
り
を
楽
し
む
様
子
を
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
詠
い
ま
す
。

　
恩
師
三
島
中
洲
の
詩
「

磯
浜
に
て
望
洋
楼
に
登
る
」

を
ふ
ま
え
作
ら
れ
た
と
云
う
。

《

参
考
》

磯
浜
望
洋
楼

　
磯
浜
に
て
望
洋
楼
に
登
る
　
三
島
中
洲

当
時
、

東
宮
輔
導
顧
問
で
あ
っ

た
伊
藤
博
文
が
色
紙
に
書
い
て
新
聞
に
発
表
。

浩
浩
と
輝
く
明
月
の
も
と
、

自
分
も
「

一
躍
　
世
界
を
雄
飛
せ
ん
！
」

と
志
を
詠
ま
れ
ま
す
。

満
天

ま
ん
て
ん

の
明
月

め
い
げ
つ

　
思お

も

ひ
悠ゆ

う

悠ゆ
う

何
時
能
遂
平
生
志

一
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

雄
飛
五
大
洲

一
躍

い
ち
や
く

雄ゆ
う

飛ひ

せ
ん
　
五ご

大た
い

洲し
ゅ
う

登
阪
宜
且
学
山
橅

吾
時
戯
推
老
臣
腰

　
観
布
引
瀑

登
阪

と
う
は
ん

宜よ
ろ
し

く
且し

ば
ら

く
　
山さ

ん

橅し
ょ
う

を
学ま

な

ぶ
べ
し

※
山
樵
‥

き
こ
り

　
布
引

ぬ
の
び
き

の
瀑た
き

を
観み

る

吾わ
れ

　
時と

き

に
戯た

わ
む

れ
に
　
老
臣

ろ
う
し
ん

の
腰こ

し

を
推お

す

何い
ず

れ
の
時と

き

に
か
 
能よ

く
平
生

へ
い
ぜ
い

の
志こ

こ
ろ
ざ
しを

遂と

げ

　
遠
州
洋
上
作

明
治
三
二
年
　
二
一
歳

　
遠
州

え
ん
し
ゅ
う

洋
上

よ
う
じ
ょ
う

の
作さ

く

大
正
天
皇
御
製

下
平
声
十
一
尤
韻

天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

晴
風
暖
絶
埃
塵

来
遊
偏
覚
衣
巾
爽

二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

梅
花
古
駅
春

老
臣
喰
柿
纔
医
渇

三
島
を
家
族
の
如
く
接
し
、

い
た
わ
り
慕
う
御
心
が
読
み
と
れ
ま
す
。

こ
の
時
、

供
を
す
る
老
臣
三
島
は
既
に
七
〇
歳
。

そ
し
て
、

焼
け
る
よ
う
に
真
っ

赤
な
紅
葉
と
滝
の
白
さ
を
鮮
や
か
に
描
写
さ
れ
ま
す
。

大
正
天
皇
御
製

月つ
き

は
白し

ろ

し
　
東
洋

と
う
よ
う

万
里

ば
ん
り

の
秋あ

き
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※
踊
躍
：
こ
お
ど
り

　
　
※
渺
茫
：
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
果

て
し
な
い
さ
ま

※
徒
事
：
無
駄
ご
と

　
　
　
　
※
崎
躯
：
険
し
い
　
　
※
夕
燻
：
夕
日
　
　
※
玉
手
：
皇
太
子
の
御
手

大
正
天
皇
御
製

上
平
声
十
二
文
韻

　
　
明
治
三
五
年
一
月
　
二
四
歳

ら
な
い
。

戦
場
で
手
柄
を
立
て
て
死
ぬ
こ
と
と
違
い
は
無
い
。

　
深
い
御
心
で
す
。

聞
青
森
聯
隊
惨
事

青
森

あ
お
も
り

聯
隊

れ
ん
た
い

の
惨
事

さ
ん
じ

を
聞き

く

上
平
声
一
東
韻

遥は
る

か
に
望の

ぞ

む
　
一
片

い
っ
ぺ
ん

　
孤こ

帆は
ん

の
影か

げ

去さ

っ
て
入い

る
渺
茫

び
ょ
う
ぼ
う

　
波
浪

は
ろ
う

の
中う

ち

大
正
天
皇
御
製

　
千
代

ち
よ

の
松
原

ま
つ
ば
ら

を
過よ

ぎ

る

雨
あ
が
り
の
松
林
が
高
く
そ
び
え
、

夕
も
や
が
人
家
を
包
み
こ
む
。

広
い
海
を
眺
め
る
こ
と
を
好
ま
れ
、

頼
山
陽
の
雄
大
な
海
「

天
草
の
洋
に
泊
す
」

の
趣
を
詠
わ
れ
ま
す
。

　
十
三
年
間
、

日
本
の
各
地
方
を
巡
啓
さ
れ
た
皇
太
子
。

　
最
初
の
巡
啓
地
、

北
九
州
箱
崎
を
訪
れ
ま
す
。

雨
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

松
林
翠
接
空

　
感
激
の
余
り
泣
か
ん
ば
か
り
。

 
 
ひ
そ
か
に
詩
を
賦
し
ま
す
。

労い
た

わ
る
玉ぎ

ょ
く
　手て

を
将も

っ
て
　
青
雲

せ
い
う
ん

に
上の

ぼ

ら
し
む

労
将
玉
手
上
青
雲

雨
後

う
　
　
ご

の
松し

ょ
う

林り
ん

　
翠み

ど
り

　
空そ

ら

に
接せ

っ

す

　
過
千
代
松
原

遠
く
海
を
望
め
ば
、

波
の
か
な
た
に
消
え
て
ゆ
く
一
艘
の
帆
船
。

　
箱
崎
か
ら
見
る
な
ん
と
も
雄
大
な
景
色
で
す
。

　
感
泣
之
余
窃
賦

　
感
泣

か
ん
き
ゅ
う

之の

余よ

　
窃せ

つ

賦ふ

す

瀑ば
く

声せ
い

遥は
る

か
に
　
翠す

い

微び

を
隔へ

だ

て
て
聞き

こ
ゆ

阪は
ん

路ろ

崎き

躯く

と
し
て
　
夕ゆ

う

燻く
ん

に
攀よ

づ

無
限

む
げ
ん

の
慈
恩

じ
お
ん

　
行ゆ

く
ゆ
く
泣な

か
ん
と
欲ほ

っ

す

三
島
中
洲

※
　
八
甲
田
雪
中
行
軍
遭
難
：
　
２
１
０
名
中
１
９
９
名
死
亡
。

　
厳
寒
の
対
ロ
シ
ア
戦
を
想
定
し
、

３
年
が
か
り
で
準
備
。

雪
中
行
軍
の
最
終
訓
練
で
あ
っ

た
。

　
　
坂
路
は
険
し
く
老
い
た
足
は
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
し
ば
し
ば
ひ
っ

く
り
返
り
そ
う
に
な
る
。

雪
の
中
を
行
軍
し
、

積
も
り
積
も
っ

た
雪
に
路
を
失
い
凍
死
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
無
駄
死
に
と
片
づ
け
て
は
な

　
　
明
治
三
三
年
十
月
　
二
二
歳

人
家

じ
ん
か

　
幾い

く

処し
ょ

か
　
暮ぼ

烟え
ん

籠こ

む
る

＊
五
、
巡
　
啓

　
明
治
三
五
年
に
起
き
た
八
甲
田
雪
中
行
軍
遭
難
事
件
。

＊
六
、
青
森
聯
隊
遭
難

去　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

入
渺
茫
波
浪
中

遥
望
一
片
孤
帆
影

人
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

幾
処
暮
烟
籠

　
皇
太
子
は
戯
れ
に
後
ろ
か
ら
優
し
く
助
け
て
く
だ
さ
っ

た
。

無
限
慈
恩
行
欲
泣

瀑
声
遥
隔
翠
微
聞

阪
路
崎
躯
攀
夕
燻

反
映
紅
葉
爛
如
焼

忽
見
長
瀑
曳
白
布

紅
葉

こ
う
よ
う

に
反
映

は
ん
え
い

し
て
　
爛ら

ん

と
し
て
焼や

く
が
如ご

と

し

忽た
ち
ま

ち
見み

る
長ち

ょ
う

瀑ば
く

の
　
白
布

は
く
ふ

を
曳ひ

く
を

更
上
危
磴
如
上
霄

更さ
ら

に
危き

磴と
う

に
上の

ぼ

る
は
　
霄ぞ

ら

に
上の

ぼ

る
が
如ご

と

し

※
危
磴
‥

高
く
険
し
い
山
路

衝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

寒
踊
躍
試
行
軍

雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

満
山
中
路
不
分

凍
死
休
言
是
徒
事

比　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

他
戦
陣
立
功
勲

寒か
ん

を
衝つ

き
踊よ

う
や
く躍

し
て
　
行
軍

こ
う
ぐ
ん

を
試こ

こ
ろ

む

雪ゆ
き

は
山
中

さ
ん
ち
ゅ
う

に
満み

ち
　
路み

ち

分わ
か

た
ず

凍
死

と
う
し

　
言い

う
を
休や

す

め
よ
　
是こ

れ

れ
徒と

事じ

と

他か

の
戦せ

ん

陣じ
ん

に
功こ

う

勲く
ん

を
　
立た

つ
る
に
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※
松
露
‥

き
の
こ

　
　
※
南
邸
‥

葉
山
御
用
邸

新し
ん

晴せ
い

　
暖だ

ん

を
催も

よ
ほ

し
て
　
寒か

ん

　
既す

で

に
軽か

ろ

し

※
新
晴
‥

雨
上
が
り
の
晴
天

作
成

さ
く
せ
い

す
　
千
万

せ
ん
ま
ん

の
袋ふ

く
ろ

手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

采
松
露
笑
語
傾

還
共
晩
餐
風
味
好

吾わ
が

が
妃き

さ
き

　
歩ほ

し
て
　
南な

ん

邸て
い

に
向む

か

っ
て
行ゆ

く

宮き
ゅ
う

女　
じ
ょ

　
花は

な

の
如ご

と

く
に
し
て
　
共と

も

に
随
伴

ず
い
は
ん

し

手て

づ
か
ら
松し

ょ
う

露　
ろ

を
采と

っ
て
　
笑し

ょ
う

語　
ご

傾か
た
む

く

還か
へ

っ
て
晩
餐

ば
ん
さ
ん

に
供き

ょ
う

す
れ
ば
　
風
味

ふ
う
み

好よ

し

新
晴
催
暖
寒
已
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

吾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

妃
歩
向
南
邸
行

宮
女
如
花
共
随
伴

※
一
案
：
一
つ
の
食
卓

一
案

い
ち
あ
ん

　
首こ

う
べ

を
聚あ

つ

め
て
　
美び

羹こ
う

を
啜す

す

る
　
　
明
治
四
四
年
九
月
　
三
三
歳

山
野

さ
ん
や

を
馳
駆

ち
　
　
く

し
て
　
四し

蹄て
い

軽か
ろ

や
か
な
り

良り
ょ
う

駒　
く

駿
馬

し
ゅ
ん
ば

　
風か

ぜ

を
逐お

っ
て
行ゆ

く

気き

爽さ
わ
や

か
に
秋し

ゅ
う

来　
ら
い

　
毛も

う

骨こ
つ

成な

る

 
新に

い

冠か
っ
ぷ

の
牧
場

ぼ
く
じ
ょ
う

大
正
天
皇
御
製

　
明
治
三
三
年
　
五
月
十
日
　
皇
太
子
　
二
二
歳
　
九
条
節
子
（

さ
だ
こ
）

と
結
婚
。

節
子
妃
は
十
五
歳
で
し
た
。

＊
七
、
皇
族
の
団
欒

大
正
天
皇
御
製

皇
太
子
妃
と
宮
女
が
楽
し
そ
う
に
松
露
を
採
り
、

語
り
合
う
姿
と
和
や
か
な
皇
族
の
団
欒
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

葉
山
御
用
邸
に
逗
留
中
、

節
子
（

さ
だ
こ
）

皇
太
子
妃
が
松
露
を
採
り
、

夕
食
に
彩
り
を
添
え
家
族
で
召
し
上
が
る
。

皇
室
に
初
め
て
現
代
的
な
家
庭
が
生
ま
れ
ま
す
。

翌
年
に
は
廸
宮
裕
仁
（

み
ち
の
み
や
ひ
ろ
ひ
と
　
昭
和
天
皇
）

を
、

そ
し
て
矢
継
ぎ
早
に
三
人
の
男
児
が
誕
生
。

吾
妃
采
松
露
於
南
邸
供
之
晩
餐
因
有
此
作

　
《

朗
読
》

　
　
　
　
吾わ

が

が
妃き

さ
き

　
松し

ょ
う

露ろ

を
南な

ん

邸て
い

に
采と

り
　
之
を
晩
餐
に
供

こ
れ
　
　
　
ば
ん
さ
ん
　
　
　
き
ょ
う

す
　
因
っ
て
こ
の
作
有
り

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
あ

明
治
四
十
年
二
月
　
二
九
歳

　
　
七
言
古
詩

勝　
　
　
　
　
　
　
・

他
金
玉
珍

爽
や
か
な
秋
、

た
く
ま
し
く
な
っ

た
馬
た
ち
が
風
を
追
う
よ
う
に
走
る
。

　
北
海
道
巡
啓
の
途
中
、

日
高
　
新
冠
の
牧
場
を
視
察
。

＊
八
、
駿
　
馬

＊
九
、

慰
問
袋

い
た
わ
り
気
づ
か
う
心
の
深
さ
は
ど
ん
な
金
銀
財
宝
よ
り
も
尊
い
も
の
。

帝
ご
自
身
の
心
情
を
詠
わ
れ
ま
す
。

大
正
三
年
七
月
　
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
。

千
万
の
慰
問
袋
を
作
り
海
外
に
出
征
す
る
兵
士
た
ち
に
届
け
よ
う
。

喜よ
ろ
こ

び
見み

る
雄
姿

ゆ
う
し

の
　
軍
用

ぐ
ん
よ
う

に
適か

な

ふ
を

尽こ
と
ご
とく

　
遠
征

え
ん
せ
い

の
人ひ

と

に
寄よ

す

慰
問

い
も
ん

　
情じ

ょ
う

　
何な

ん

ぞ
厚あ

つ

き

他た

の
金
玉

き
ん
ぎ
ょ
く

の
珍ち

ん

に
勝ま

さ

る

良　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

駒
駿
馬
逐
風
行

作
成
千
万
袋

尽　
　
　
　
　
　
　
・

寄
遠
征
人

※
金
玉
‥

黄
金
・
宝
石
な
ど
の
財
宝

　
　
※
慰
問
袋
‥

出
征
兵
士
を
慰
め
る
た
め
に
日
用

品
や
娯
楽
物
を
入
れ
た
袋

　
慰い

問も
ん

袋た
い

＊
大
正
三
年
七
月
　
　
三
六
歳

　
五
言
絶
句
　
上
平
声
十
一
真
韻

大
正
天
皇
御
製

下
平
声
八
庚
韻

気　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

爽
秋
来
毛
骨
成

※
　
四
蹄
軽
：
き
わ
め
て
迅
速
　
足
取
り
が
軽
快
。

馬
好
き
の
皇
太
子
、

喜
び
を
詠
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
馬
た
ち
が
軍
馬
と
な
り
軽
や
か
に
山
野
を
か
け
ま
わ
っ

て
く
れ
る
。

喜
見
雄
姿
適
軍
用

馳
駆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

山
野
四
蹄
軽

 
新
冠
牧
場

一
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

聚
首
啜
美
羹

　
慰
問
袋

慰
問
情
何
厚
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※
紅
雪
‥

西
瓜
の
果
肉
に
た

と
え
る

※
甘
漿
‥

甘
い
汁
　
※
繁
露

‥

つ
ゆ

完

大
正
ロ
マ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

と
呼
ば
れ
和
風
か
ら
洋
風
へ
。

　
そ
し
て
、

変
革
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
大
正
天
皇
御
即
位
。

＊
十
、

紅
雪
香
を
ふ
く

＊
十
一
、
一
穂
の
灯
光

甘
い
汁
が
ぽ
た
ぽ
た
と
し
た
た
り
落
ち
、

一
口
食
べ
れ
ば
身
も
心
も
涼
し
く
な
る
。

清
く
澄
ん
だ
水
に
洗
わ
れ
て
緑
色
に
光
り
輝
き
、

割
れ
ば
赤
い
雪
の
よ
う
な
果
肉
が
現
わ
れ
芳
香
を
放
つ
。

　
御
製
の
中
で
も
話
題
に
な
っ

た
名
作
の
一
つ
。

三
島
は
こ
れ
を
批
点
し
て
返
上
。

　
日
常
の
生
活
の
な
か
で
繰
り
返
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

御
製
は
菊
の
御
紋
と
「

貴
春
」

の
二
字
の
入
っ

た
専
用
の
用
紙
に
皇
后
さ
ま
が
清
書
。

三
島
侍
講
に
お
下
げ
に
な
る
。

　
秋
の
夜
長
と
物
静
か
な
心
。

疎
ら
に
聞
え
る
雨
だ
れ
の
音
と
涼
し
さ
。

灯
火
の
も
と
で
古
書
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

大
正
十
五
年
　
十
二
月
二
五
日
　
静
養
中
の
葉
山
御
用
邸
に
て
崩
御
。

大
正
十
年
に
は
廸
宮
裕
仁
親
王
（

昭
和
天
皇
）

を
摂
政
に
任
命
。

同
時
に
宮
内
庁
は
「

天
皇
陛
下
御
容
態
」

を
発
表
。

　
大
正
六
年
　
こ
の
年
を
最
後
に
漢
詩
作
り
が
絶
え
ま
す
。

　
生
涯
を
生
ま
れ
持
っ

た
病
魔
と
闘
い
続
け
た
非
運
の
天
皇
。

魅
力
的
な
”
文
雅
の
大
帝
”
で
あ
り
ま
し
た
。

な
に
よ
り
も
侍
講
・
三
島
と
出
合
い
、

漢
詩
を
楽
し
ま
れ
た
大
正
天
皇
。

そ
し
て
”
現
人
神
 
”
か
ら
、

欧
米
風
に
自
由
に
家
族
と
共
に
生
き
る
”
人
間
天
皇
 
”
の
お
姿
に
変
わ
り
ま
す
。

し
か
し
、

巡
啓
に
同
行
し
た
原
敬
は
「

気
さ
く
に
多
く
の
人
々
と
接
し
た
人
間
味
あ
ふ
れ
る
天
皇
」

と
言
い
ま
す
。

”
遠
眼
鏡
事
件
”
な
ど
の
奇
行
ば
か
り
が
伝
わ
り
、

素
顔
は
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
で
し
た
。

下
平
声
六
魚
韻

大
正
天
皇
御
製

大
正
三
年
　
秋
　
三
六
歳

…
　
結
　
…

天
皇
と
し
て
多
忙
な
ご
政
務
の
中
「

一
つ
詩
を
作
ろ
う
か
、
、
」

と
楽
し
げ
に
仰
せ
ら
れ
侍
従
が
直
ぐ
に
ご
用
意
。

　
秋
夜
読
書

秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

夜
漫
漫
意
自
如

西　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

堂
点
滴
雨
聲
疎

座
中
偏
覚
多
涼
気

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

穂
灯
光
繙
古
書

秋し
ゅ
う

夜　
や

漫
漫

ま
ん
ま
ん

　
意い

　
自じ

如じ
ょ

た
り

西せ
い

堂ど
う

の
点
滴

て
ん
て
き

　
雨う

聲せ
い

疎ま
ば

ら
な
り

座
中

ざ
ち
ゅ
う

　
偏ひ

と
え

に
覚お

ぼ

ゆ
　
涼り

ょ
う

気　
き

の
多お

お

き
を

一い
っ

穂す
い

の
灯
光

と
う
こ
う

　
古
書

こ
し
ょ

を
繙ひ

も
と

く

　
西
　
瓜

大
正
三
年
　
三
六
歳

清せ
い

泉せ
ん

に
濯あ

ら

ひ
得え

て
　
翠み

ど
り

　
光ひ

か
り

有あ

り

剖さ

き
来き

た

れ
ば
　
紅こ

う

雪せ
つ

　
正ま

さ

に
香こ

う

を
吹ふ

く

甘か
ん

漿し
ょ
う

　
滴
滴

て
き
て
き

　
繁は

ん

露ろ

の
如ご

と

く

　
西す

い
　
　
　
か

　
瓜

大
正
天
皇
御
製

下
平
声
八
庚
韻

皇
后
の
ご
配
慮
で
生
母
柳
原
愛
子
（

な
る
こ
）

さ
ま
を
お
傍
に
し
、

手
を
握
ぎ
っ

た
ま
ま
と
伝
わ
り
ま
す
。

濯
得
清　
　
　
　
　
　
　
・

泉
有
翠
光

剖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

来
紅
雪
正
吹
香

甘
漿
滴
滴
如
繁
露

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

嚼
使
人
神
骨
涼

一ひ
と

た
び
嚼か

め
ば
　
人ひ

と

を
し
て
神し

ん

骨こ
つ

　
涼り

ょ
う

な
ら
使し

む

　
秋し

ゅ
う

夜　
や

書し
ょ

を
読よ

む
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吾
正
迎
之
喜
且
驚

　
　
奉
謝
皇
后
宮
台
臨
賀
生
男

何な
ん

ぞ
料は

か

ら
ん
厚こ

う

運う
ん

に
も
男
子

だ
ん
し

を
生う

み

明
治
３
４
年
　
２
３
歳

此こ

の
日ひ

　
青
山

あ
お
や
ま

　
玉ぎ

ょ
く

輦　
れ
ん

　
停と

ま
る

大
正
天
皇
御
製

七
言
古
詩

※
玉
輦
‥

天
子
の
乗
り
物

児じ

は
辱か

た
じ
け
な

う
し
て
定さ

だ

め
て
歓
喜

か
ん
き

す
る
な
か
ら
ん

吾
独
恐
懼
拝
光
栄

妃
猶
在
蓐
不
得
謁

得
慰
両
宮
望
孫
情

何
料
厚
運
生
男
子

嬌
口
恰
発
呱
呱
声

児
辱
御
覧
定
歓
喜

嬌き
ょ
う

口こ
う

　
恰あ

た
か

も
発は

っ

す
呱
々

こ
こ

の
声こ

え

両り
ょ
う

宮　
み
や

の
孫ま

ご

を
望の

ぞ

む
の
情じ

ょ
う

を
慰な

ぐ
さ

む
る
を
得え

た
り

妃き
さ
き

は
猶な

お
　
　
　
じ
ょ
く

お
蓐
に
在あ

り
　
謁え

つ

す
る
を
得え

ず

吾わ
れ

独ひ
と

り
恐
懼

き
ょ
う
く

し
て
　
光
栄

こ
う
え
い

を
拝は

い

す

※
蓐
‥

産
蓐
　
産
所

※
恐
懼
‥

恐
れ
か
し
こ
む

※
嬌
口
‥

愛
ら
し
い
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

呱
呱
声
‥

オ
ギ
ャ
ー

オ
ギ
ャ
ー

の
声

◎
天
皇
の
人
間
味
溢
れ
た
詩
の
数
々

ち
な
み
に
、

空
海
の
詩
は
三
宝
（

仏
・
法
・
僧
）

と
鳴
く
”
こ
の
は
ず
く
”
で
す
。

空
海
の
作
「

後
夜
仏
法
僧
鳥
を
聞
く
」

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
の
で
は
。

れ
た
天
皇
。

そ
の
中
に
は
詩
作
り
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
作
品
も
有
り
ま
す
。

此
日
青
山
玉
輦
停

皇
后

こ
う
ご
う

の
宮み

や

　
台だ

い

臨り
ん

し
男お

と
こ

を
生う

む
を
賀が

す
る
に
謝し

ゃ

し
奉た

て
ま
つる

長
子
廸
宮
（

み
ち
の
み
や
　
昭
和
天
皇
）

の
誕
生
を
祝
っ

て
皇
后
（

昭
賢
皇
太
后
）

が
青
山
御
所
に
来
ら
れ
る
。

　
明
治
天
皇
ま
で
の
一
夫
多
妻
制
の
皇
室
か
ら
、

初
め
て
現
代
的
な
夫
婦
と
子
供
と
い
っ

た
家
庭
が
誕
生
し
ま
す
。

皇
后
に
初
孫
を
お
見
せ
す
る
皇
太
子
の
喜
び
が
行
間
に
溢
れ
て
い
る
詩
で
す
。

　
　
　
※
大
正
天
皇
８
歳
の
誕
生
日
　
皇
后
（

昭
賢
皇
太
后
）

の
養
子
と
な
る
。

吾わ
れ

正ま
さ

に
之こ

れ

を
迎む

か

え
　
喜よ

ろ
こ

び
且か

つ

つ
驚お

ど
ろ

く

途
中
遇
雨
歩
空
停

散
歩
且
誘
中
洲
去

天
気
不
定
陰
又
晴

東
風
嫋
々
草
色
青

途
中

と
ち
ゅ
う

雨あ
め

に
遇あ

い
て
　
歩ほ

　
空む

な

し
く
停と

ま
る

散
歩

さ
ん
ぽ

　
且し

ば
ら

く
中ち

ゅ
う
し
ゅ
う

洲
を
誘さ

そ

い
去ゆ

く

天
気

て
ん
き

定さ
だ

ま
ら
ず
　
陰く

も
り

　
又ま

た

晴は
れ

東
風

と
う
ふ
う

嫋
々

じ
ょ
う
じ
ょ
う　

草そ
う
し
ょ
く

色
青あ

お

し 大
正
天
皇
御
製

七
言
古
詩

※
大
崩
‥

地
名
　
大
崩
海
岸

 
三
月
二
十
日
遊
大
崩
遇
雨
帰

三さ
ん

月が
つ
　

二
十
日

　
　
は
つ
か

　
大
崩

お
お
く
ず
れ

に
遊あ

そ

び
雨あ

め

に
遇あ

い
て
帰か

え

る

明
治
４
２
年
　
３
０
歳

　
身
延
山
は
日
蓮
上
人
が
開
い
た
日
蓮
宗
大
本
山
。

こ
ん
も
り
と
樹
々
に
囲
ま
れ
た
仏
閣
に
は
開
基
の
僧
は
も
う

今
は
い
な
い
。

し
か
し
、

鶯
が
昔
の
ま
ま
の
お
経
「

ほ
ー

法
華
經
」

と
鳴
い
て
い
る
。

ユ
ー

モ
ラ
ス
な
詩
で
す
。

大
正
天
皇
御
製

　
三
島
中
洲
の
”
漢
詩
は
日
常
の
感
慨
表
白
の
具
”
の
指
導
の
下
、

気
さ
く
で
人
間
味
溢
れ
た
詩
を
多
く
作
ら

　
身
延
山
図

身み

延の
べ

山さ
ん

の
図ず

下
平
声
六
痲
韻

大
正
４
年
　
３
７
歳

樹き

密み
つ

に
山や

ま

深ふ
か

く
　
雪
渓

せ
っ
け
い

斜な
な

め
な
り

爛ら
ん

然ぜ
ん

た
る
仏
閣

ぶ
っ
か
く

　
雲
霞

う
ん
か

を
帯お

ぶ

開
基

か
い
き

の
僧そ

う

去さ

っ
て
　
多お

お

く
歳と

し

を
経へ

猶な

お
鶯お

う
せ
い声

の
法
華

ほ
っ
け

を
唱う

た

う
る
有あ

り

樹　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
・

密
山
深
雪
徑
斜

爛　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
・

然
仏
閣
帯
雲
霞

開
基
僧
去
多
経
歳

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
・

有
鶯
声
唱
法
華
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楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
貞
明
皇
后
は
大
正
天
皇
と
ご
結
婚
後
、

三
島
中
洲
に
漢
詩
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ら
れ
”
夫
唱
婦
随
”
で
漢
詩
を

追　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

慕
難
忘
殉
主
心

惜
花
志
士
如
花
散

寂
寥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

春
晩
感
尤
深

　
天
皇
と
同
題
・
次
韻
を
用
い
て
貞
明
皇
后
も
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

墜  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

紫
残
紅
夕
日
沈

追つ
い

慕ぼ
う

忘わ
す

れ
難が

た

し
　
殉じ

ゅ
ん

主し
ゅ

の
心こ

こ
ろ

花は
な

を
惜お

し
む
志し

士し

　
花は

な

の
如ご

と

く
散ち

る

寂
寥

せ
き
り
ょ
う

の
春し

ゅ
ん

晩ば
ん

　
感か

ん

　
尤も

っ
と

も
深ふ

か

し

貞
明
皇
后
御
製

※
墜
紫
残
紅
‥

紫
や
紅
の
花
も
し
ぼ
む

※
同
題
・
次
韻
＝

同
じ
題
で
、

同
じ
韻
を
同
じ
順
番
て
使
い
詩
を
作
る
事

　
読
乃
木
希
典
惜
花
詞
有
感

乃
木

の
ぎ

希
典

ま
れ
す
け

の
花は

な

を
惜お

し
む
詞し

を
読よ

み
て
感か

ん

有あ

り

下
平
声
十
二
侵
韻

芳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

桜
花
下
惜
花
深

桜
花
再
発
将
軍
死

詞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

裏
長
留
千
古
心

草く
さ

長の

び
鶯う

ぐ
い
す
　
な

　
啼
い
て
日ひ

沈し
ず

ま
ん
と
欲ほ

っ

す

草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

長
鶯
啼
日
欲
沈

芳ほ
う

桜お
う

花か

下か

　
花は

な

を
惜お

し
む
こ
と
深ふ

か

し

桜お
う

花か

再ふ
た
た

び
発ひ

ら

い
て
　
将
軍

し
ょ
う
ぐ
ん

死し

す

　
大
正
元
年
九
月
、

明
治
天
皇
に
殉
じ
て
乃
木
将
軍
夫
妻
が
自
刃
。

将
軍
は
多
く
の
和
歌
を
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

中ち
ゅ
う

洲し
ゅ
う

　
惣そ

う

卒そ
つ

に
別わ

か

れ
を
言い

わ
ず

詩
を
作
り
亡
き
将
軍
を
惜
し
み
弔
い
ま
す
。

　
読
乃
木
希
典
惜
花
詞
有
感

大
正
２
年
　
３
５
歳

下
平
声
十
二
侵
韻
（

天
皇
と
同
じ
韻
＝

次
韻
）

墜つ
い

紫し

残ざ
ん

紅こ
う

　
夕
日

せ
き
じ
つ

沈し
ず

む

あ
っ

た
こ
と
が
「

謹
解
」
（

編
纂
の
経
緯
）

に
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
『

大
正
天
皇
御
製
詩
集
』

の
編
纂
に
は
、

貞
明
皇
后
の
御
意
志
が
強
く
は
た
ら
き
、

多
大
な
お
力
添
え
が

大
正
天
皇
御
製

　
大
正
天
皇
は
翌
２
年
の
春
、

将
軍
の
こ
の
「

花
を
惜
し
む
」

と
題
す
和
歌
を
読
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
、

中
洲
は
八
〇
歳
。

慌
て
ふ
た
め
く
様
子
を
詠
い
ま
す
。

皇
太
子
の
茶
目
っ

気
と
、

中
洲
に
対
す
る

親
し
み
に
溢
れ
た
詩
で
す
。

飛
降
峻
坂
足
自
軽

中
洲
惣
卒
不
言
別

峻し
ゅ
ん

坂は
ん

を
飛と

び
降お

り
て
　
足あ

し

　
自お

の

ず
か
ら
軽か

ろ

し

　
　
　
　
色
あ
せ
て
梢
に
の
こ
る
そ
れ
な
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
り
し
花
こ
そ
恋
し
か
り
け
れ

詞し

裏り

長な
が

く
留と

ど

む
　
千
古

せ
ん
こ

の
心こ

こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃
木
希
典

猶
、

皇
后
は
二
〇
三
首
（

明
治
四
十
年
～

大
正
三
年
）

の
漢
詩
を
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
１
１
年
　
『

大
正
天
皇
御
集
』

の
編
纂
作
業
　
宮
内
庁
に
て
始
ま
る
。

昭
和
２
３
年
　
『

大
正
天
皇
御
集
』

刊
行
（

宮
内
庁
所
蔵
）
。

昭
和
３
５
年
　
木
下
彪
著
　
『

大
正
天
皇
御
詩
集
謹
解
』
（

明
徳
出
版
社
）

刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
五
十
一
首
（

全
詩
の
１
８
，
３
％
）

を
収
め
る
。

《

参
考
》
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「
死
生
　
可
も
な
く
不
可
も
な
く
　
達
せ
る
か
な
　
達
せ
る
か
な
　
白
楽
天
」

　
白
楽
天
は
、

七
十
一
歳
で
退
官
し
た
時
、

日
高
眠
足
猶
慵
起

小
閣
重
禽
不
怕
寒

心
泰
身
寧
是
歸
處

香
炉
峰
雪
墢
簾
看

遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴

日
高
く
眠
り
足
り
て
　
猶
起
く
る
に
慵
し

小
閣
　
禽
を
重
ね
て
　
寒
を
怕
れ
ず

遺
愛
寺
の
鐘
は
　
枕
を
欹
て
て
聴
き

司
馬
仍
為
送
老
官

香
炉
峰
の
雪
は
　
簾
を
墢
げ
て
看
る

匡
廬
便
是
逃
名
地

　
草
堂
題
東
壁

　
白
楽
天
が
三
十
代
に
つ
く
っ

た
諷
諭
詩
。

　
　
七
十

し
ち
じ
ゅ
う

に
し
て
　
致ち

仕し

す
る
は
　
礼
法

れ
い
ほ
う

に
　
明
文

め
い
ぶ
ん

有あ

り

　
　
何な

ん

ぞ
乃す

な
わ

ち
栄え

い

を
貪む

さ
ぼ

る
者も

の

　
斯こ

の
言げ

ん

聞き

か
ざ
る
が
如ご

と

く
す
る

　
　
憐あ

わ

れ
む
べ
し
八は

ち

・
九
十

き
ゅ
う
じ
ゅ
う　

歯
墜
ち
て
双
眸
昏
し

　
　
朝あ

さ

露つ
ゆ

に
名
利

め
い
り

を
貪む

さ
ぼ

り
　
夕せ

き

陽よ
う

に
子
孫

し
そ
ん

を
憂う

れ

う
　
　
　
　
　
以
下
略

白
楽
天
が
、

四
十
代
半
ば
で
も
う
一
つ
の
故
郷
を
見
つ
け
た
人
生
節
目
の
名
作
で
す
。

し
か
し
。

白
楽
天
が
退
官
し
た
の
は
、
、
、
。

　
　
　
　
　
　
（

中
略
）

唐
中
期
に
あ
っ

た
官
僚
の
風
潮
に
、

強
烈
な
パ
ン
チ
を
浴
び
せ
ま
す
。

　
　
　
　
白
居
易
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
、
、

　
白
楽
天
が
亡
く
な
る
１
年
前
、

七
十
四
歳
の
時
自
ら
の
手
で
『

白
氏
文
集
』

を
完
成
さ
せ
ま
す
。
、

日
本
へ
の
伝
来
は
白
楽
天
存
命
中
の
八
四
四
年
、

留
学
僧
が
蘇
州
南
禅
院
に
て
書
写
し
持
ち
帰
り
ま
す
。

後
、

平
安
貴
族
の
間
で
読
み
継
が
れ
、

菅
原
道
真
や
清
少
納
言
な
ど
日
本
文
学
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

構
成
吟
『

可
も
な
く
　
不
可
も
な
く
　
白
楽
天
の
生
涯
』

よ
り
一
部
抜
粋
。

 
 
 
致ち

仕し

せ
ず
 
 
 
白
居
易

は
く
き
ょ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
詩
の
中
で
、

自
分
自
身
を
楽
天
と
呼
び
な
が
ら
賞
め
称
え
ま
す
。

数
度
も
追
加
編
纂
が
な
さ
れ
、

七
五
巻
と
し
て
完
成
。

蘇
州
南
禅
院
に
六
七
巻
が
奉
納
。

清
少
納
言
の
「

枕
草
子
」

や
、

道
真
の
「

門
を
出
で
ず
」

等
の
下
敷
き
に
な
っ

た
「

草
堂
の
東
壁
に
題
す
」

は

死
生
無
可
無
不
可

達
哉
達
哉
白
楽
天

（
「

達
せ
る
か
な
楽
天
の
行う
た

」
）

匡
廬
は
便
ち
是
　
名
を
逃
る
る
の
地

司
馬
は
仍
　
老
を
　
送
る
の
官
と
為
す

心
泰
か
に
身
寧
き
は
　
是
　
歸
す
る
處

故
郷
何
ぞ
獨
り
　
長
安
に
の
み
在
ら
ん
や

◎
構
成
吟
で
学
ん
だ
面
白
さ
は
！

　
草
堂
の
東
壁
に
題
す

白
居
易
　
８
１
７
年
　
４
６
歳

致
仕
＝
退
官

故
郷
何
獨
在
長
安
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・
中
国
の
歴
史
と
作
者
の
生
涯
。

そ
し
て
日
本
の
漢
詩
文
化
へ
の
影
響
等
の
学
び
直
し
。

　
・
島
原
湖
皚
著
　
続
『

漢
詩
つ
れ
づ
れ
』

　
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『

新
漢
詩
紀
行
』

　
山
河
悠
久
編

　
・
白
雪
梅
著
　
『

詩
境
悠
遊
』

で
し
た
。

今
回
、

関
連
資
料
を
読
み
直
し
、

一
層
の
学
び
直
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
詩
游
ク
ラ
ブ
の
役
員
先
生
方
に
は
様
々
な
お
世
話
を
頂
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
活
動
が
末
永
く
継
続
さ
れ
、

発
展
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偏
に
感
謝
。

「

宝
も
の
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
・
石
川
忠
久
著
　
『

漢
詩
人
大
正
天
皇
　
そ
の
風
雅
の
心
』

　
・
フ
リ
ー

百
科
事
典
『

ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ

ア
　
大
正
天
皇
』

　
・
ﾒ
デ
ｱ
ｯ
ク
ス
社
　
『

天
皇
１
２
５
代
』

　
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
テ
キ
ス
ト
　
『

漢
詩
を
よ
む
』

《

参
考
文
献
》

　
・
漢
詩
に
滲
む
先
人
の
人
生
感
に
共
感
感
動
も
。

　
・
人
生
　
・
自
然
　
・
四
季
　
・
風
土
慣
習
　
・
ふ
る
さ
と
・
時
代
等
々

　
・
川
瀬
弘
至
著
　
『

孤
高
の
国
母
　
貞
明
皇
后
』

　
・
石
川
忠
久
著
　
『

日
本
人
の
漢
詩
』

　
風
雅
の
過
去
へ

◎
お
わ
り
に

新
た
な
学
び
直
し
そ
し
て
、

発
表
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

を
楽
し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
　
日
本
の
漢
詩
（

幕
末
～

昭
和
）

・
愛
さ
ま
ざ
ま
な
形

※
「

漢
詩
つ
れ
づ
れ
」

よ
り
抜
粋
。

　
人
間
味
溢
れ
た
詩
を
多
く
残
し
、

宰
相
に
は
な
れ
ず
と
淋
し
く
詠
い
、

言
う
べ
き
提
言
は
す
る
が
政
争
に
は
、
、
、
。

律
儀
な
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
タ
イ
プ
と
も
評
さ
れ
た
白
楽
天
。

今
猶
、

愛
さ
れ
る
詩
人
は
龍
門
の
小
高
い
山
か
ら
黄
河
を
見
下
ろ
す
風
光
良
き
と
こ
ろ
に
眠
り
ま
す
。

②
ナ
レ
ー

タ
・
吟
者
・
伴
奏
・
舞
台
担
当
等
々
、

チ
ー

ム
力
Ｕ
Ｐ
に
よ
り
一
層
の
構
成
完
成
度
向
上
。

　
悩
み
悩
ん
だ
末
に
『

大
正
天
皇
』

を
テ
ー

マ
で
発
表
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

十
年
来
、
『

漢
詩
と
吟
詠
の
楽
し
さ
探
し
！
』

を
錬
成
会
テ
ー

マ
と
し
、

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
『

構
成
吟
』

構
成
吟
『

文
雅
の
大
帝
…

大
正
天
皇
』

は
平
成
２
８
年
度
の
錬
成
会
に
て
発
表
後
、

書
類
袋
に
入
っ

た
ま
ま

発
表
原
稿
作
成
に
あ
た
り
、

多
く
の
先
輩
先
生
か
ら
数
々
の
ご
指
導
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
は
、

私
の

①
様
々
な
テ
ー

マ
が
選
択
出
来
る
。

◎
構
成
吟
の
楽
し
さ
は
い
っ
ぱ
い
！

　
さ
ら
な
る
興
味
と
仲
間
意
識
向
上
。

③
日
本
文
化
（

剣
舞
扇
舞
・
書
・
華
・
茶
道
等
）

と
の
融
合
し
た
奥
深
い
構
成
吟
の
面
白
さ
。


